
令和６年２月公表

チェック項目 はい いいえ 改善目標、工夫している点など

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適
切であるか

○
個室３つとフリースペース、多目的ホールがあり、児童の活
動に合わせて使用したり、お子さんに合わせて個室内を間
仕切りするなどの工夫をしています。

2 職員の配置数は適切であるか ○
利用定員１０名に対し、8名以上の児童指導員の他、作業
療法士、看護師を配置し支援を行っています。

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮
が適切になされているか

○

施設内はバリアフリー設計となっていますが、テラスへの出
入りや園庭から内川沿いへの避難経路など段差が数か所
あります。段差解消のため、携帯用スロープを必要に応じて
使用しています。

4
生活空間は清潔で、心地よく過ごせる環境になっ
ている。また子どもの活動に合わせた空間になっ
ているか

○

感染症対策として、玄関や各フロアにアルコールスプレーを
常置し、適宜換気を行っています。毎日の定期的な清掃、
消毒を行い、気温や湿度にも気を配っています。また、業者
委託による空調点検やワックスがけも定期的に行っていま
す。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設
定と振り返り）に、広く職員が参画しているか

○
毎年、業務内容や改善の是非に関するアンケートを全職員
に対して行い、業務改善に対して意見を徴収し改善に繋げ
ています。

6
保護者等向け評価表を活用する等によりアン
ケート調査を実施して保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげているか

○
行事や支援内容に対して、毎年保護者アンケートを行い、
事業運営に活かしています。

7

事業所向け自己評価及び保護者向け評価表の
結果を踏まえ、持病書として自己評価を行うとと
もにその結果を、事業所の会報やホームページ
等で公開しているか

○
それぞれの評価表の結果を法人ホームページで公表して
います。

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか

○ 現在、利用者と事業所内のみの評価となっております。

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか

○

外部研修の伝達や虐待・権利擁護研修、感染症予防等の
社内研修を定期的に行っています。前年度同様今年度も、
リモート研修に積極的に参加し、職員の資質向上に取り組
みました。

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発
達支援計画を作成しているか

○
入園前のアセスメントやモニタリング、送迎時など保護者と
の情報交換・伝達やニーズの把握を丁寧に行い、お子さん
の現在の育ちに即した計画内容となるよう作成しています。

11
子どもの適応行動の状況を図るために標準化さ
れたアセスメントツールを使用しているか

○
各種アセスメントツールを利用し、お子さんの特性の把握や
支援に活かしています。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ
インの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発
達支援」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切に選
択され、そのうえで具体的な支援内容が設定され
ているか

○
お子さんの発達段階に合わせた丁寧な支援計画と、お子さ
んとそのご家族を含めた具体的な支援内容を設定するよう
に配慮しています。

13
児童発達支援計画に沿った支援が行われている
か

○
支援計画に沿った長期や短期の支援を行っています。定期
的にグループ別に会議を開催し、目標の見直しや支援内容
の確認を行っています。

14 活動プログラムの立案をチームで行っているか ○
事業所全体や各グループ単位のチームを編成し、月ごと・
週ごと・日々の活動プログラムの立案を行っています。

15
活動プログラムが固定化しないよう工夫している
か

○
職員がそれぞれの立場から意見を出し合い、定期的な活動
の見直しを行っています。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適
宜組み合わせて児童発達支援作成しているか

○
お子さんの興味関心や特性に合わせて、個別活動や集団
活動を組み合わせた支援計画を作成しています。
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17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確
認しているか

○
毎朝同時間帯にリーダーミーティングを行い、その後グルー
プ別に全職員に書面により伝達しています。現場職員が伝
達内容を確認するための時間も設けています。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点
等を共有しているか

○
毎日同時間帯にグループミーティングとリーダーミーティン
グを行い、その日の振り返りと反省点の共有を行い、グ
ループ内職員に伝達を行っています。

19
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか

○
毎日支援内容の記録を行い、定期的に見直すことで支援の
検証改善を行っています。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画
の見直しの必要性を判断しているか ○

半年に一度のモニタリングの他に、随時面談を行い、必要
に応じて計画の見直しを行っています。

21
相談支援事業所のサービス担当者会議にその
子供の状況に精通した最もふさわしい者が参加
している

○
児童発達支援管理責任者、又はお子さんの担当指導員が
出席し情報伝達と共有を行っています。

22
母子保健や子ども、子育て支援等の関係者や関
係機関と連携した支援を行っている ○

庄内地区療育連絡会への参加や市町の福祉課、健康課、
子育て推進課、こども家庭支援センターや、関係の相談支
援事業所等と連携し情報共有を行っています。

23
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合
は、地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っている

○
地域のこども医療療育センターや医療機関との療育連絡会
への事例提出、診察同行、リハビリ見学など定期的行って
います。

24
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合
は、子どもの主治医等と連絡体制を整えているか ○

定期診察の同行や療育センターリハビリの際の見学、主治
医の診察内容について保護者からお聞きし、緊急時の対応
や連絡体制の確認を行っています。

25
移行支援として保育所や認定こども園、幼稚園、
特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等
の情報共有と相互理解を行っている

○

文書による伝達記録配付はもちろんのこと、移行先の保育
所や学校への訪問や見学の受け入れを行ったり、サービス
担当者会議に参加したりして情報共有と相互理解に努めて
います。

26
移行支援として小学校や特別支援学校等との間
で、支援内容等の情報共有と相互理解を行って
いる

○
個別支援計画や小学校への伝達記録等を用いて情報提供
できる体制を整え、情報共有と相互理解に努めています。

27
他の児童発達支援ｾﾝﾀｰや児童発達支援事業
所、発達障害者支援ｾﾝﾀｰ等の専門機関と連携
し、助言や研修を受けている

○

お子さんが併用されている事業所や県立こども療育セン
ター庄内支所に毎月数回訓練見学に伺い、PT,OT,STの先
生方より支援方法の指導を仰いでいます。
また、市の子ども家庭支援部署と連携し、職員実習を行うな
ど、研修目的の交流を行っています。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等の交流や、障
害のない子どもと活動する機会がある ○

敷地内に併設されている保育所と季節行事などを合同で行
い、共有スペースで自由に遊ぶなど自然に関わり合いなが
ら活動する機会が多くあります。

29
（自立支援）協議会こども部会や地域の子ども・
子育て会議などへ積極的に参加している ○

鶴岡市自立支援協議会主催の情報交換会や、県地域保健
福祉課主催の療育連絡会全体会、医ケア児支援連絡会議
に参加しました。

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解を持っ
ているか

○
毎回利用時、連絡ノートを通じてご家族への情報提供（お子
さんの様子や発達の状況など）を行い、共通理解に努めて
います。

31
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対してペアレント･トレーニング等の支援を行っ
ているか

○

現在行っている支援内容やお子さんへの声掛け、関わり方
のポイントなどを親子通園の際にご家族に伝達し、共通理
解を図っています。また個別面談の際にお子さんの園生活
を動画でお見せし、実際の支援の様子をお伝えするなど、
家族支援を必要に応じて行っています。また、市からのご家
族向けの情報をお知らせをしています。

32
運営規程、支援の内容、利用者負担等について
丁寧な説明を行っているか ○

契約時に運営規程、利用者負担などについてご説明してい
ます。運営規定変更ごとに変更内容を配布し署名捺印をい
ただいています。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに
基づき作成された「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ているか

○
前期と後期の個別面談時にお子さんのへの支援内容動画
をお見せして、支援内容の説明を行い、同意をいただいて
います。
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34
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適
切に応じ、必要な助言と支援を行っているか ○

お家の方からの申し出やお聞きした相談に対し、連絡ノート
での返答や送迎時に速やかにお応えできるよう努めていま
す。

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援してい
るか

○
年８回保護者懇談会兼研修会を開催し、様々な研修会や小
グループでの保護者同士の悩み相談会等を企画していま
す。

36

子どもや保護者からの苦情について、対応の体
制を整備するとともに、子どもや保護者に周知
し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応し
ているか

○

苦情受付担当者と第三者委員を設け苦情受付体制を整備
しています。いただいた苦情を真摯に受け止め、全体に周
知し改善点を話し合ってサービスの向上に努めています
が、全ての苦情、要望に対して迅速に対応できるよう更なる
対応向上に尽力します。

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか

○
毎月の園便りや行事のお知らせなど必要に応じて配付また
は掲示して情報発信しています。

38 個人情報に十分注意しているか ○

個人情報が記載された書類は鍵付のキャビネットに保管し
ています。　また、ホームページ等の写真画像掲載につい
ては毎年ご家族に写真掲載の有無をお聞きし、ご了解いた
だいたお子さんのみ掲載しています。

39
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮をしているか ○

視覚的な配慮を行ったり、表情、仕草等見逃さないようにし
ながら、意思疎通に努めています。

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開
かれた事業運営を図っているか ○

行事に祖父母の方やかかわりある施設の方、地域のお話
を語り部として活動されている方をお招きしています。また、
地域のコミュニティセンターのコミセン便りへの卒園式の報
告をしています。

41
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知し
ているか

○

各種マニュアルを定期的に見直し、周知しています。安全管
理委員会を組織し、定期的に会議や研修を行い、内容を職
員全体に周知しています。保護者にはマニュアル作成のお
知らせをしています。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っているか ○

地震・火災・大雨・不審者侵入などを想定し、毎月１回避難
訓練を行っています。その他心肺蘇生訓練や下痢嘔吐時
対応研修も定期的に行っています。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作の子ど
もの状況を確認している ○

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がされているか ○

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ているか ○

ヒヤリハット報告書を活用し、速やかに記入、全職員に伝達
しています。ヒヤリハット委員会を組織し、事例の確認やそ
の後の対応について検討し職員に周知しています。

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしているか ○

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に事
前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支
援計画に記載しているか

○

非
常
時
等
の
対
応

市や社会福祉事団主催の虐待防止・権利擁護に関する研
修会に参加し、職員会議で伝達を行っています。また、虐待
防止委員会や身体拘束適正化指針をもとに、実際の支援
現場に即した内容で事業内研修を行っています。

入園時に、それぞれのお子さんの主治医の管理のもと服薬
されている薬の確認や予防接種の状況、発作の状況や対
応方法、喫食経験確認や食物アレルギーの有無等を書面
にて確認しています。定期的に確認し最新の状態を職員に
周知しています。
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～保護者の皆様からの声～　　ご要望と対策について

先生たちは何か講習に参加されたり、専門性の勉強はされたりしますか。

面談はそれ程多くないと感じますし、私はわからないことだらけなので、もっと助言
していただければありがたいなと感じます。職員からいろいろと助言していただき、
納得するところがあり、いろいろと考えてみようとスイッチが入るので、これからも
小さなことでもいいことでも悪いことでも言っていただけるとありがたいです。

○ご意見ありがとうございます。職員は保育士、看護師、作業療法士の資格を持つ職員
が勤務しております。それぞれ子どもについて幅広い知識があり、業務の間に県内外の
研修に参加しています。また、あおば学園のお子さん一人ひとりに沿ったケース会議を
日々開催したり、お子さんの通う県立こども医療療育センターの療育訓練に同行させて
いただいております。今後も職員が一人ひとりのお子さんに合った支援方法を学び、ス
キルアップに努めてまいります。

保護者会など開催していただいているのに、仕事の為参加できなかった。日曜日にあ
ると助かるなと思います。

○ご意見ありがとうございます。保護者会につきましては、水曜日と土曜日に開催して
おります。来年度以降の日程につきまして保護者役員の皆様と相談してまいります。

【保護者への説明等】

【環境・体制整備】

【非常時等の対応】

歩行器は他の子の迷惑になることもあるのでなかなか使えないところが、今後も考え
ていかなければならないところかと思います。

○ご意見ありがとうございます。歩行器につきましては、親御さんや療育センターの先
生たちからの助言のもと、お子さんに合った使い方をしていきます。また、周囲に十分
配慮しながら、お子さんにとって生活に必要なものを職員の見守りの中、安心して使用
し、過ごしていけるよう努めてまいります。
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○ご意見ありがとうございます。面談は年に２回モニタリングとして行っております
が、それ以外でもいつでも相談に対応できるようにしておりますので、お気軽にお声が
けください。また、送迎時や連絡ノートでお伝えするようにしておりますが、しっかり
時間を取ったり、親子教室でお子さんへの関わり方や支援方法をおうちの方と一緒に考
え、お伝えしてまいります。

日中、非常災害が起きた時、できるだけ早くお迎えに行きたいと考えているが、津波
や道路状況により、なかなかお迎えに行けない時はいつまで見守っていただけるの
か、ふといろいろと頭を駆け巡りました。

○ご意見ありがとうございます。非常時の対応につきまして、BCB（業務継続計画）
を作成し、防災食や備品、連絡手段の準備をしており、また、毎月お子さん一人ひとり
の姿を見通した避難訓練を行っております。保護者の方がお迎えに来られる時間までお
子さんを大切にお預かりし、安心して過ごせるように配慮してまいります。

皆様から頂戴しましたご要望・ご意見・励ましの声を職員一同

しっかりと受け止め、今後のサービス向上に努めてまいります。


